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· 出席者は記録者が印を付ける。
· 出席できなかったスタッフは、記録を読んでから欄に署名（捺印）すること。

＜連絡事項＞
・5/23の外来診察は田名部Ｄｒ、5/25の外来は窪田Ｄｒの予定となっている。

＜外来患者様情報＞

・下川　ミツエ様～当院退院後グループホームひまわり入所していたが、金銭的負担が大きい為、5/15に退所。自宅介護していたが、夜間自室とトイレの往復頻回で易怒性見られているとの事。家族様疲労強く昨日受診希望の連絡あり、5/22（火）　10：30受診予定となっている。
・坂本　ヤシ様～本日南寿の里退所、南山苑へ入所となっている。次回より外来受診はなく、南山苑より処方予定となっている。
・松林　政道様～5/17マスクをして青明舎へ来所。酒臭・顔面のむくみ・目の充血あり。靴下も履いておらず、歩行も若干不安定。飲酒については、缶ビール（350ml）2本だと話している。大量服薬については「死にたい」と思い、交際相手に処方されている精神安定剤8錠を服用したと話している。今回の一件に対し、松林様は反省していると話している。青明舎より、飲酒については、青南病院や訪問看護にきちんと報告して振り返ってほしいことを伝えると、本人も納得している。

今後について、松林様は「別れたくない」、佐藤様は「友人関係に戻って、少し距離を置きたい」と話している。話し合いの結果、①交際は続けるが、5月中は、2人が会うのは青明舎の活動室のみにすること、②飲酒の理由を佐藤様が忙しいことにしないこと、③松林様は飲酒しない方法を考えること（松林様は交際を続けるためには自身が飲酒しないことだと考えている）を約束することで両者納得している。

・佐藤　奈々恵様～自身の最近の生活を振り返り、今は三沢基地内での求人応募（会計職）に向け準備を進めていること、そのため、松林様の飲酒について関わる気持ちの余裕がないと話している。また、以前からＳＮＳを通じて知り合いになった千葉県の男性と仲良くしており、男性が仕事の都合で5～7月まで　八戸に滞在している話をしている。男性と付き合いたいとは思わないが、一緒に居ると楽しいと感じているとのこと。その一方で、交際相手に罪悪感を感じていると話している。千葉県の男性については、別の女性の友人も絡んでおり、関係が面倒になってきたと話すこともあり、スタッフより、今ある目標（就職活動、英会話教室への参加）を生活の中心に持ってきてはどうか提案すると、本人も納得している。

＜新患情報＞
・豊嶋　ケイ子　様　（としま　けいこ）(77)
　現在、八戸市にて､夫と同居｡H22年頃､経営していたスナックを閉店｡閉店後より意欲低下が見られ､自宅に閉じこもりがちになっていた｡H23年頃よりもの忘れが見られるようになり､家族が認知症を疑い､むらかみ脳神経ｸﾘﾆｯｸを受診｡ｱﾙﾂﾊｲﾏｰ型認知症と診断され､以後はかかりつけ医である平賀内科への通院･服薬(認知症治療薬も処方)を継続していた｡H24年頃には､食事をしたことを忘れる､日時がわからなくなり､夫は認知症の進行を感じていた｡｢誰か家に入ってくるのかな｣と不安を訴えることがあるが､夫が傍にいると訴えは聞かれることはない｡H24年秋頃からは､元々料理が好きであったが､自分から進んで料理をすることがなくなってきている｡夜間睡眠はとれているとのこと｡ADLは自立｡

　夫は｢ここ数ヶ月で認知症の進行がかなり進んだ｣と話し､妻の認知症の進行をできる限り抑えたいとのことで､認知症について調べていた｡精神科が専門であることを知り､検査や服薬による治療を希望し当センターへ相談、5/20（月）受診予定となっている。

・三浦　大輔　様（みうら　だいすけ）　（27歳）

　一ツ橋大学卒業。Ｈ20年、現在勤めている保険会社へ就職。Ｈ23年事故対応処理係りとして八戸へ転勤し就労している。

　Ｈ24年11月頃より熟眠感がなくなったと感じるようになる。（1：00就寝し7：30起床するが2,3時間おきに覚醒してしまう）その頃より食事量も減り体重が3kg減少。H25年には腹痛が出現。内科受診するも改善見られず、職場の上司へ相談。精神科受診を勧められﾏﾅｸﾘﾆｯｸを受診しようとしたが予約がいっぱいであり、受診するのには1ヶ月かかるといわれたとのことで、仕事を休職し実家のある仙台へ帰省し、精神科「青葉の森ｸﾘﾆｯｸ」を受診。同院にて対症療法（ｴﾁｶｰﾑ、ﾚﾒﾛﾝ処方され服用中）実施し症状は改善。八戸へ戻ってくることとなった為、青葉の森ｸﾘﾆｯｸからの紹介状持参にて当院の受診を希望、5/24（金）受診予定となっている。

